
学科名：2019年度は2学科分合同

2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（2018年計画の具体的実行内容を具
体的に期限やレベルなど数値目標を
挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達
成状況を評価する。 ＊上段は中
間報告、下段は最終報告

学生募集要項にアドミッションポ
リシーを掲載し、入試区分ごとに
学力の3要素の評価・判断について
記載した。

2021年度からの選抜方法等につい
て2019年9月30日に、ホームページ
にて予告を行った。

【平成３０年度短大の主要事業計画と改革の重点事項】

（1）入学前の学習成果の把握・評価
を明確に示した入学者受入れの方針
を、入学者選抜の方法（推薦、一
般、AO選抜等）に対応して、学生募
集要項に明確に示すとともに、高等
校関係意見も聴取して定期的に点検
する。
（2）高大接続の観点により、多様な
選抜についてそれぞれの選考基準を
設定して、公正かつ適正に実施す
る。
（3）アドミッション・オフィス等を
整備し、授業料、その他入学に必要
な経費を明示するなど、受験の問い
合わせなどに対して適切に対応す
る。

各入学者選抜方法及び選考基準を明
確に示し、校正克適正な入試を実施
する。

学生募集要項のアドミッションポリ
シーに評価する学力の３要素を示
し、受験生に周知する。２０２１年
度からの選抜方法等については、高
校訪問の際に意見を聴取し、今年度
１２月までに公表する予定である。

就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各学科の年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（又は事務部）： 　短期大学 計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

計画達成状況
　部局及び学科における20196年度計画と実行計画

中　期　目　標 中　期　計　画

［教育課程］
卒業認定・学位授与の方針を定め
て、体系的な教育課程を編成し、
その卒業認定・学位授与の方針
は、卒業、学位授与、成績評価の
方針が明確であり、就職や他の高
等教育機関への編入につながる学
習成果の獲得を保証し、社会的・
国際的に通用性が保証されるもの
とする。そのため、三つの方針を
明確にし、それを基にして自己点
検・評価を行い、質の向上・充実
のための査定（アセスメント）を
継続して行う。また、学科・専攻
課程に係る専門の学芸を教授する
とともに、幅広く深い教養を培う
よう配慮し、専門的及び汎用的な
学習成果の獲得を基盤にした職業
又は実際生活に必要な能力を育成
するための職業教育を適切に行
う。さらに学生の学習成果の獲得
状況を量的・質的データとして収
集し、そのデータを分析・解釈す
る。



新学習要領・新テストに対する選
抜方法について専門委員会で検討
を始めている。保護者冊子も完成
し、オープンキャンパス・進学相
談会などで配布している。

2021年度版「保護者冊子」の作成
中である。2021年度学生募集要項
の作成のため専門委員会で協議を
行い、合同入試委員会で承認を受
けた。指定校については入学後の
追跡調査を行い次年度依頼校の見
直しを行う。特別選考について
は、4月に「高校との意見交換を行
う予定である。

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆
（１）平成３０年度計画は、就実短期大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。
（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて

努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み

（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確

保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献

力とグローバル化の推進

入学者選抜方法の点検・評価・改善
を引き続き行う。また、従来の広報
企画の見直し等を行う。

新学習要領・新テストに対する選抜
方法等、現入試制度の見直し等を具
体的に検討していく。また、新しい
広報媒体として「保護者冊子」を作
成し、配付を予定している。指定
校・特別選考については、定員の厳
格化に伴い入学者に対する割合が高
くなっている。入学後の学生の情報
を共有し、推薦基準・依頼校の見直
し等を行っていく。

①高大接続に対応した新入試制度や
特待生制度を見直して優秀な入学者
を確保するとともに、奨学金制度の
さらなる充実、学生寮を整備するな
ど、経済的に修学困難な学生への支
援を強化する。
②ホームページや大学ポートレート
の充実、教員の高校訪問の機会を増
やして本学の強みや特色を根気よく
伝えていくなど、入学志願者の増加
につながる戦略的な入試広報活動を
展開する。


